
「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 115回 

『「甲府の旅」〜 相手を思いやる心 ＆ 慈愛の心 〜』 

 

2022年 6月 24日 山梨大学医学部付属病院長/消化器内科教授 榎本信幸 先生の

招待で医学部 3年生の特別講義に赴いた。 学生に資料が配布されていた（画像）。

消化器内科事務室の雨宮比呂子 氏の心配り、配慮には感服した。真摯な学生の

姿勢にも大いに感動した。 大変有意義な充実した時であった。 

 

授業の後、筆者が代表を務める南原繁研究会で、お世話になっており、最近 山

梨英和学院の理事になられた森和博 先生と山梨英和学院（三つのこども園、女

子中高、大学/大学院[臨床心理学研究科]）の朴憲郁 院長/学長が、山梨大学医

学部附属病院ロビーに迎えに来て頂き、甲府の市内で昼食後、山梨英和大学に

案内して頂いた。「数名の職員と宗教センター関係者にお会いいただきます。

その後、山梨英和中学・高校（甲府駅近くの別のキャンパス）に 13時半頃到着

しキャンパスをご覧いただいた後、応接室で常務理事 5名ほどで自由な歓談の

時を持ちたいと思います。学院の教育・運営状況や、ホスピス関係のことが話

題になると思います。」とのことであった。 

 

想えば以前に、山梨英和中学校・高等学校校長を務められた岩間孝吉 先生から、

【1929年山梨英和女学校創立 40周年記念会での、新渡戸稲造の講演『和を以っ

て貴となす』の記事（1930年 5月 25日刊山梨英和女学校の『同窓会誌』）、山

梨英和学院 1989年 5 月 27日発行の『山梨英和 100年』のコピー、新渡戸稲造

と『NHK「花子とアン」で知られる「山梨英和女学校の英語教師であった村岡花

子」の写真』】が送られてきた。 日々、歴史の勉強である。 

 

山梨英和学院の小野興子 理事長、山梨英和中学校・高等学校の三井貴子 校長、

三つのこども園の石川健 園長、山梨英和学院の古屋秀樹 常務理事・事務局長

との対談は大いに盛り上がった。「新渡戸稲造の姿勢 〜 相手を思いやる心 ＆ 

慈愛の心 〜 : 21世紀の知的協力委員会」の設立の時ともなった。「雪が残る

富士山」を見つめながら、『あれが日本一の名物だ（富士山）あれより他に自

慢なものは何もない』（『三四郎』夏目漱石）が鮮明に思い出された。今回は、

人生忘れ得ぬ貴重な『甲府の旅』となった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 病気になって
も、年をとっても、
今の自分が最
高 。 ゆっくり、  
丁寧に品性をも
って生きること
が、後世への贈
り物になるので
す。 3000 人以
上の患者・家族
に希望を与えた
がん哲学外来初
の箴言集。 

病気は人生の夏休み 

がん患者を勇気づける 80 の言葉 

 講演や個人面
談で、がん患者
さんや家 族 に  
「ことばの処方
箋」を伝えている
樋野医師。 

 聖書のことばを
ベースに、つらい
病の中でどう生き
ていくのか、その
希望を語る。 

こころにみことばの処方箋 

「がん哲学外来」
の提 唱 者 が、 
初めてがん患者
の家族のために
書いた一冊。 

 「支える側」の
悩みや不安に優
し く 寄 り 添 う
Q& A 集。 

がんばりすぎない、悲しみすぎない。 

「がん患者の家族」のための言葉の処方箋 

2018 年度朝日
がん大賞長與又
郎賞受賞。 

 個性を活かし
て、病気であって
も病人でない生
活のために。 

 明るく前向きに
生きる考え方と
温かな言葉で、
病理医が贈る心
のメッセージ。 

楕円形のこころ 

結局、いい人生
だったかどうかは、
最期の5 年間で
決まるのです。 

では、どうすれば
いいのか? 

「がん哲学外来」
の創始者が教え
る絶対に人生を
後悔しない生き
方とは。 

いい人生は、最期の 5 年で決まる 

苦しみに耐えれ
ば、希望の光が
見えてくる。 

無理をして一番
になろうとしなくて
もいい―。 

人は誰でも役割
を持って生まれて
いるのです。 

「がん哲学外来」
を導く言葉集。 

あなたはそこにいるだけで価値ある存在 

病は「終わり」で
はなく、だれかの
ために生きる「始
まり」— — 。 

言葉の処方箋の
元となる聖書か
ら、永遠に変わ
ることのない希望
を語る。悩みや
苦しみ、病を越
えて種を蒔く人
生へと導く。 

種を蒔く人になりなさい 

自分の命よりも
大切なものとは
何か…。内から
外に目を向けた
とき、命より大切
な、自分に与え
られた役割、使
命が見えてくるは
ずです。 

がん患者と家族
に生きる希望を
与えた言葉の処
方箋―。 

人生から期待される生き方 

電子書籍： 購入可能 

単行本： 新品が販売終了して 

    いるものもあります 

樋野先生の本 

樋野先生が新渡戸稲造の言葉で感銘を受けた  

   「 言葉の処方箋」 10 か条 
 
 

 １．間断
かんだん

なき努力は 進歩の条件 

 ２．自分の力が 人の役に立つと思う ときは 進んでやれ 

 ３．意思は人なり  

 ４．人の欠点を指摘する要はない。  

   人のあやまちは語るには足り ぬ 

 ５．学問より 実行 

 ６．理由があっても腹を  

   たてぬこそ 非凡の人 

 ７．花は芽にあり  

 ８．威厳は優しき声に現れる  

 ９．われ太平洋の橋とならん 

 10．心がけにより  逆境も  

   順境とされる  

 

 

 

   「 偉大なるおせっかい症候群」  

       10 か条 
 

 １ ． 役割意識 ＆ 使命感 

 ２ ． 練られた品性 ＆ 

   綽 綽
しゃく し ゃく

たる余裕 

 ３ ． 賢明な寛容さ  

 ４ ． 実例と実行 

 ５ ． 世の流行り 廃り に 一喜一憂せず、  

   あく せく しない態度 

 ６ ． 軽やかに、 そしてものを楽しむ。  

   自らの強みを基盤とする  

 ７ ． 新しいことにも、 自分の知らないことにも謙虚で、  

   常に前に向かって努力する  

 ８ ． 行いの美しい人（ a per son who does handsome）  

 ９ ． 冗談を実現する 胆 力
たんり ょ く

 ～sense of  humor  の勧め～ 

 10． ユーモアに溢れ、 心優し く 、 俯瞰的
ふかんてき

な大局観ある人物 


